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1. 問題意識 

日本市場の縮小、衰退と同時にアジアの市場が急成長を続ける昨今。日本企業にとっ

ては規模の大小に関わらず、アジアへの進出が生き残りの鍵となる。このような背景に

おいて、国内の産業流出は至極当然の事であるが、これまで国内産業の下支えをしてき

た中小企業の高度技術は今後も国内で維持、発展させるべきではないだろうか。高度技

術を有する中小企業が、大企業の下請けに甘んじたまま引きずられる形でのアジア進出

をする事例は数多見られる。 

本論では国内の中小企業が持つ高度技術を最大限有効活用したアジア新興国展開の

戦略を模索してゆく。 

2. 仮説 

 国内中小企業は高度技術を活用し、アジア新興国のハイエンド市場をターゲットとす

る独自製品の開発に注力すべきである。 

3. 事例紹介 

・岡野工業株式会社 

 不可能を可能にする｢世界一の職人｣と呼ばれる程の技術を持つ。 

・株式会社浜野製作所 

 下町の町工場連携で｢世界初｣を達成。 

・三鷹光器株式会社 

 技術開発型企業で、数々の賞や特許を持つ。 

 

4. 研究計画 

 高度技術を最大限活用できる中小企業ならではの経営方法をマーケティングの視点

から検討する。さらに半世紀後の成熟したアジアにおいてもなおアジアに根付く戦略を

検討する。 
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